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   はじめに 

 

 

 

 

 
浪江町復興計画【第三次】（以下、「復興計画【第三次】」という。）は、平成 23年 3月 11日

に発生した東北地方太平洋沖地震による災害及びこれに伴う福島第一原子力発電所事故によ

る災害（以下「東日本大震災」という。）により、甚大な被害を受けた本町が将来的な復旧・復

興を実現していくための道標とするものです。 

東日本大震災から 10 年の節目を迎えた今、町をとりまく状況は大きく変化してきているこ

とから、これまでの復興の進捗や行政の取組を点検し、将来にわたって安心して豊かな生活を

送れる「持続可能なまち」の実現に向けた町の姿を描いていくことが必要です。 

これらの基本的な認識のもと、町をとりまく状況の変化や課題に柔軟に対応するため、復興

計画【第三次】を策定し、総合的な復興まちづくりを進めます。 

 

 

 

（１）計画の構成 
計画は、浪江町の最上位計画であり、基本構想、基本計画で構成されます。 

 

ア 基本構想 

基本構想は、「復興の理念」と、これを達成するための「復興の基本方針」を定めるも

のです。 

イ 基本計画 

基本計画は、基本構想を実現するための施策を定めるものです 

 

 

（２）計画の期間 

基本構想および基本計画の期間は、令和３年度から令和 12年度までの 10年間とします。

復興の理念

復興の基本方針

施策

基本構想

基本計画

 

計画の策定にあたって 第 1章 

計画策定の目的 
 
１ 

計画の構成と期間 
 
２ 
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   はじめに 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

先人から受け継いできた“ふるさと”なみえを再生します。そして、東日本大震災から得た教訓

をまちづくりに活かし、感謝の想いで世界に誇れるまちの創建を進めます。 

 

 

 

 

 

  
帰還している町民、すぐに帰還できない町民、新たに転入した町民、若者から高齢者、全ての町

民に優しいまちづくりを、みんなで力を合わせて進めます。 

 

 

 

 

 

  
震災によって町は多くの課題解決を迫られています。町は新たな技術による課題解決の舞台とな

り、日本が直面する社会の課題解決のモデルとなる先進的な取組に挑戦します。 

 

  

 

復興の理念 

 

第２章 

理念 
 
１ 

理念の柱 
 
２ 

夢と希望があふれ 住んでいたいまち 住んでみたいまち 

～なかよく みんな えがお の花咲くまち なみえ～ 

 

復興の理念 
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ｒ 

 

 

 

Ⅰ 夢と希望のある産業と仕事づくり 

先人から受け継いできた農山漁村の風景を再生するとともに、生産者が自信と誇りをもって

働ける環境づくりにより、農林水産業が盛んなまちを目指します。 

福島イノベーション・コースト構想と連携しながら、新たな産業と雇用の創出を図るととも

に、商工業の振興や観光交流の推進を図り、活気とにぎわいのあるまちを目指します。 

 

Ⅱ 未来を担う人づくり 

出産・子育て支援の充実や、豊かな学びの環境づくりにより、子どもたちの明るい笑顔のあ

ふれるまちを目指します。 

芸術や文化に触れあえる機会の創出や、スポーツに親しめる環境づくりにより、生きがいを

持って暮らせるまちを目指します。 

被災の記憶と教訓を次の世代や世界に向けて発信し、復興を通じた交流が盛んなまちを目指

します。 

 

Ⅲ 帰還困難区域の再生と住みよい環境づくり 

帰還困難区域全域の避難指示解除に向けて、全ての町民が生活できる環境の再生を目指しま

す。 

上下水道や道路などのインフラ整備を推進するとともに、あわせてまちの顔である駅前の中

心市街地整備を推進し、快適で利便性の高いまちを目指します。 

震災から得た教訓を生かした防災体制の強化や、警察署や消防署等の関係機関との連携を推

進し、安全に暮らせるまちを目指します。 

再生可能エネルギーや水素などの新エネルギーの導入や、効率よくエネルギーや資源を活用

する取組を推進することにより、原子力に依存ぜず二酸化炭素の排出ゼロの環境にやさしいま

ちを目指します。 

  

 

復興の基本方針 第３章 
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   はじめに 

Ⅳ 健康と福祉のまちづくり 

総合的な保健サービスの提供や、地域医療体制の充実に努めることにより、心身ともに健康

で元気なまちを目指します。 

介護・福祉サービスの充実に努めることにより、高齢者や障がいのある人を含め、全ての町

民がふれあい、支えあい、地域社会の中で安心して活動できる、思いやりのあふれるまちを目

指します。 

放射線による健康上の不安解消に努めることにより、安心して暮らせるまちを目指します。 

 

Ⅴ 絆の維持と持続可能なまちづくり 

生活再建の支援の継続や、まちとの絆づくり、復興の様子等の情報発信に努めることにより、

町民との絆を大切にするまちを目指します。 

本町への興味関心からはじまり、交流や体験を通して、移住・定住へつづく取組を推進して

いくことにより、町内の居住人口が増加していくまち、住んでみたいまちを目指します。 

行政区等コミュニティ団体の活動の活性化を図り、行政と町民が協働でまちづくりを推進し

ていくことにより、町民が主役となるまちを目指します。 

効率的な行政運営と財源の確保に取り組むことにより、本計画を着実に前進させ、将来にわ

たり持続可能なまちを目指します。
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＜復興に向けた施策体系＞ 

基本

方針 
施策 取組 

夢
と
希
望
の
あ
る   

産
業
と
仕
事
づ
く
り 

  
 
   

施策１ 農林水産業の再興 

（１）農業の再開 

（２）林業の再開・漁業の再開 

（３）魅力ある地場産品づくりと販売力強化 

（４）鳥獣被害対策 

施策 2 新たな産業と雇用の創出 

（１）商工業の振興 

（２）企業誘致の推進 

（３）就労支援 

（４）観光・交流の推進 

未
来
を
担
う 

  

人
づ
く
り    

施策１ 子育て環境・学校教育の充実 
（１）子育て環境の充実 

（２）学校教育の充実 

施策２ 生涯学習環境の充実 
（１）生涯学習環境の充実  

（２）文化財保護・伝統芸能の継承 

施策３ 震災の記憶の伝承 （１）震災の記憶の伝承 

帰
還
困
難
区
域
の
再
生
と  

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り   

施策１ 帰還困難区域の再生  （１）帰還困難区域の再生  

施策２ 社会基盤の維持・整備 

（１）浪江駅周辺を核とした中心市街地整備    

（２）上下水道の整備 

（３）交通網の充実 

施策３ 防災・安全の強化 
（１）防災・安全の強化  

（２）防犯・防火・交通安全の強化 

施策４ ゼロカーボンシティの推進 （１）ゼロカーボンシティの推進 

健
康
と
福
祉
の 

ま
ち
づ
く
り  

施策１ 健康づくりの推進・医療の充実 （１）健康づくりの推進・医療の充実 

施策２ 介護・福祉の充実 （１）介護・福祉の充実 

施策３ 放射線による健康不安への対策 
（１）放射線による健康不安への対策 

（２）除染の推進と安全対策 

絆
の
維
持
と
持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り       

施策１ 被災者生活支援・絆の維持 

（１）被災者生活支援の推進 

（２）町との絆の維持の推進 

（３）損害賠償対策の推進 

施策２ 移住・定住の推進 （１）移住・定住の推進 

施策３ 地域コミュニティ活動の推進 （１）地域コミュニティ活動の推進 

施策４ 復興を推進させる行財政運営 （１）復興を推進させる行財政運営 

  

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 
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   はじめに 
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Ⅰ 夢と希望のある産業と仕事づくり 

 

 

 

先人から受け継いできた農山漁村の風景を再生するとともに、生産者が自信と誇りをもって 

働ける環境づくりにより、農林水産業が盛んなまちを目指します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇広域連携による鳥獣被害対策の強化 

〇浪江町有害鳥獣捕獲隊による有害捕獲の実施 

〇住宅・農地の鳥獣被害防止柵設置等への支援 

〇被害防除のためのモニタリング調査 

〇鳥獣の隠れ家や餌となる管理されていない 

             竹林や果樹の伐採 

魅力ある地場産品づくり 
と販売力の強化 

〇放射性物質の検査結果の情報発信の実施 

〇就農体験等を通じた農業の魅力発信 

〇地元産の食材や素材を使った商品開発の推進 

〇町の地場産品の魅力の情報発信の強化 

〇町のブランド・イメージの回復への支援 

〇六次化を推進するための施設整備の検討 

鳥獣被害対策 

施策１ 農林水産業の再興 

 

〇農業用水の安全の確保 

〇農地や農業施設の復旧を推進 

〇共同利用施設やほ場等の生産基盤の強化 

〇営農の再開に向けた取組の支援 

〇担い手の確保と育成 

〇スマート農業など新しい技術の活用 

〇復興牧場の整備を推進 

農業の再開 

〇里山の再生を推進 

〇県と連携した河岸防災林の整備 

〇福島高度集成材製造センターの 

          施設機能強化の検討 

〇海洋や河川の放射線物質に関する 

        モニタリング調査の継続 

〇さけ漁再開のための施設整備の推進 

林業の再開・漁業の再開 

◁新規就農者・参入農業法人向け
パンフレット 

▽カントリーエレベーター 

完成イメージ 

請戸漁港 

◁道の駅なみえ  
直売コーナー 

大堀相馬焼 
（国指定伝統工芸品）▷ 

◁ワイヤーメッシュ柵の
設置 

浪江町 
有害鳥獣捕獲隊の活動▷ 
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福島イノベーション・コースト構想と連携しながら、新たな産業と雇用の創出を図るとともに、 

商工業の振興や観光交流の推進を図り、活気とにぎわいのあるまちを目指します 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇浪江町の特性を発信し、企業誘致を推進 

〇イノベーション・コースト構想に 

            関連する実証の推進 

〇企業誘致のための産業団地整備の推進 

〇浪江町独自の企業誘致支援策の検討 

〇イノベーション・コースト構想 

           関連機関との連携強化 

〇町内の企業進出を支援する 

       国・県の支援制度の継続を要望 

〇町内の事業再開・進出及び継続経営に 

  対する国・県の支援制度の継続を要望 

〇町内で再開した事業者の継続経営に 

           対する支援を実施 

〇チャレンジショップ等による 

     新規参入事業者への支援を実施 

〇関係機関との連携強化 

〇町内夜間交通事業者への支援 

施策 2 新たな産業と雇用の創出 

 

商工業の振興 企業誘致の推進 

〇関連機関と連携した技術訓練や 

      資格取得等の人材育成の推進 

〇地域おこし協力隊制度を 

         活用した担い手の確保 

〇関連機関と連携した合同面接等の開催 

就労支援 

〇町内の観光周遊ルートの整備を推進 

〇関係団体と連携した観光推進体制機能の強化 

〇町の観光情報の発信強化 

〇多様なイベントの開催や 

          伝統行事等の再生を推進 

〇広域連携による観光・交流の推進 

〇丈六地区周辺の環境整備 

観光・交流の推進 

なみえうまいもんマップ 

棚塩産業団地  
完成イメージ 

ハローワーク相双 
浪江町地域職業相談室 

道の駅なみえ 
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Ⅱ 未来を担う人づくり 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産・子育て支援の充実や、豊かな学びの環境づくりにより、 

子どもたちの明るい笑顔のあふれるまちを目指します 

 

子育て環境の充実により、子育てしやすいまちづくりに取り組みます 

施策１ 子育て環境・学校教育の充実 

 

子育て環境の充実 

産み育てる環境の支援 

 〇なみえ子ども応援センターの設置 

〇医療機関との連携による健診・相談支援 

保育・子育て環境の充実 

  〇屋内アスレチック施設の整備 

〇こども園での保育の充実 

子どもと家族の健康支援 

 〇地域全体で連携した子育て 

        家庭の見守りと子育て支援 

経済的支援の継続 

 〇子ども医療費助成等の経済的支援 

〇町内の子育て世帯へ住居確保の支援 

学校教育の充実を図り、未来を担う人材の育成に取り組みます 

学校教育の充実 

学習環境の充実 

 

〇地域ぐるみの学びの創出 

〇外国語指導助手配置 

による英語学習 

〇ICT等を活用した 

学習環境の充実 

 

経済的支援の継続 

 

〇就学援助など 

各種助成制度による支援 

安心して学習できる環境の整備 

 

〇スクールバスによる通学支援 

〇専門職による心のケアの充実 

〇通学路や学校の環境放射線の 
  モニタリング 

屋内アスレチック施設 浪江にじいろこども園 相談支援 

なみえ創成小・中学校 こども園・小中学校 
合同運動会 
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〇文化財の修復・保全 

〇文化財の収蔵環境の整備 

〇伝統芸能の伝承用記録映像作成の支援 

〇伝統芸能の担い手への活動支援 

文化財保護・伝統芸能の継承 

芸術や文化に触れあえる機会の創出や、スポーツに親しめる環境づくりにより、 

生きがいを持って暮らせるまちを目指します 

〇ふれあいセンターなみえ運動公園の復旧 

〇図書館機能・公民館機能を 

           備えた施設の整備 

〇スポーツ・イベントの再開・創出 

〇関係団体との連携推進 

生涯学習環境の充実 

施策２ 生涯学習環境の充実 

 

〇震災遺構請戸小学校の整備・利活用 

〇町の震災の記憶を伝える物品・資料を保存・公開 

〇伝承活動、防災教育等の推進 

〇旧請戸共同墓地の跡地に「先人の丘」の整備 

〇町民の語り部の育成・活用 

被災の記憶を次の世代や世界に向けて発信し、 

復興を通じた交流が盛んなまちを目指します 

施策 3 震災の記憶の伝承 

 

◁ふれあいセンターグラウンド 
復旧イメージ 

浪江町芸能祭▽ 

◁地域交流施設 
完成イメージ 

相馬野馬追祭▷ 
（国重要無形民俗文化財） 

▽安波祭 
（町指定無形民俗文化財） 

初発神社本殿▷ 
（福島県指定重要文化財） 

震災遺構請戸小学校 
完成イメージ 

福島県復興祈念公園 
完成イメージ 
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Ⅲ 帰還困難区域の再生と住みよい環境づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇飲料水のモニタリング 

〇合併処理浄化槽設置の支援 

 

上下水道の整備 

特定復興再生拠点区域の整備を進めるとともに、全域避難指示解除に向けた取組を行います 

帰還困難区域全域の避難指示解除に向けて、 

全ての町民が生活できる環境の再生を目指します 

施策１ 帰還困難区域の再生 

 

帰還困難区域の再生 

〇特定復興再生拠点区域の各拠点の整備     〇陶芸の杜おおぼりの再生 

〇帰還に必要な生活インフラの復旧・整備    〇全域避難指示解除に向けて国へ要望 

〇つしま活性化センターの再生         〇帰還困難区域の立入支援 

新たなまちづくりと交流エリアとし、 
その拠点施設として「つしま活性化 
センター」の復旧・整備を行います 

周辺地域との連携による農業再生エリア 
として、隣接する田尻地区との連携を図 
りながら、農業の再生を推進します。 

上下水道や道路などのインフラ整備を推進するとともに、あわせてまちの顔である 

駅前の中心市街地整備を推進し、快適で利便性の高いまちを目指します 

施策２ 社会基盤の維持・整備 

浪江駅周辺を核とした中心市街地整備 

〇生活に必要な機能を中心市街地へ集約 

〇遊休施設、空き地等地域資源の活用等 

〇公共施設と連携した中心市街地再生 

交通網の充実 

〇町道や橋梁の適切な維持管理 

〇デマンドタクシーの運行 

〇新たなモビリティサービス等の実証 

 

つしま活性化センター 

特定復興再生拠点区域（津島拠点） 

高速道路、幹線道路を中心とした 
物流・防災の要として、防災拠点や 
物流産業等の集積拠点を整備します 

特定復興再生拠点区域（末森拠点） 
陶芸の杜おおぼり 

特定復興再生拠点区域（室原拠点） 



 
 

 

※ゼロカーボンシティ:2050 年までに二酸化炭素排出実質ゼロに取り組むことを表明した地方自治体 
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震災から得た教訓を生かした防災体制の強化や、警察署や消防署等の関係機関との 

連携を推進し、安全に暮らせるまちを目指します 

〇防災コミュニティセンターの整備 

〇ハザードマップについて、 

       国・県の各種想定の見直し 

〇防災訓練・教育の実施 

〇官民協働による自主防災組織等の育成 

〇防災行政無線戸別受信機の配布 

 

防災・安全の強化 

〇防犯カメラによる防犯対策の実施 

〇防犯パトロールの実施 

〇消防団による防火パトロールを実施 

〇関係機関と連携し、防犯・防火活動の強化 

〇消防団への加入促進と活動支援 

〇持続可能な消防組織体制について検討 

〇消防施設の整備 

〇交通安全啓発活動の実施 

防犯・防火・交通安全の強化 

施策３ 防災・安全の強化 

 

再生可能エネルギーや水素などの新エネルギーの導入や、 

効率よくエネルギーや資源を活用する取組を推進することにより、 

原子力に依存ぜず二酸化炭素の排出ゼロの環境にやさしいまちを目指します。 

施策４ ゼロカーボンシティの推進 

再生可能エネルギーや 
水素エネルギーの導入の推進  

 
〇水素社会の実現に向けた事業化・実用化の推進 

〇住宅用再生可能エネルギー整備導入を支援  

〇民間企業等と連携して再生可能エネルギー導入を推進 

〇公共施設等での再生可能エネルギー導入について推進 

    
〇再生可能エネルギーに関する積極的な情報発信 

〇電気自動車によるカーシェアリングの普及推進 

 
エネルギーの地産地消の 

取組の情報発信 
 

 
〇廃棄物の減容化 

      及びリサイクルの推進 

廃棄物の減容化・リサイクルの推進 

 
 

 

ゼロカーボンシティ実現に 
向けた計画の策定 

〇ゼロカーボンシティに向けた 

     基本計画・実施計画の策定 

浪江町防災ハザードマップ 浪江町防犯見守り隊 
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Ⅳ 健康と福祉のまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総合的な保健サービスの提供や、地域医療体制の充実に努めることにより、 

心身ともに健康で元気なまちを目指します 

施策１ 健康づくりの推進・医療の充実 

健康づくりの推進と医療の確保 

生活習慣病 

の発症及び 

重症化予防 

健康づくり 

の支援 

メンタル 

ヘルスケア 

の実施 

感染症の 

予防・対策 

町内の医療 

体制の確保 

〇特定健診・がん検診・歯科検診等の各種健診の実施及び勧奨 

〇特定保健指導や重症化予防のための訪問指導の強化 

〇県と連携した県民健康調査の継続実施 

〇健康づくりリーダーの育成等による自立的健康づくりへの支援 

〇健康相談・健康教室の充実 

〇ゲートキーパーの養成 

〇心の相談窓口の設置 

〇予防接種の実施と勧奨 

〇感染症の予防啓発 

〇医師及び医療従事者の確保 

〇国に対し、医療費免除措置等の継続を要望 

〇町内の復興の状況にあわせた、町内の医療環境の充実について継続的に検討 

浪江町国民健康保険浪江診療所 カラオケ体操の様子 
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介護・福祉サービスの充実に努めることにより、高齢者や障がいのある人を含め、全ての町民が 

ふれあい、支えあい、地域社会の中で安心して活動できる、思いやりのあふれるまちを目指します 

施策２ 介護・福祉の充実 

 

 

 
〇広域連携により障がい福祉に関する 

         相談支援の窓口を設置 

〇県や周辺自治体と連携した双葉圏域 
   での地域生活支援拠点等整備の推進 

町内の介護福祉サービス及び介護予防支援の充実 

 
〇介護関連施設の整備            〇認知症の総合的な支援 

〇高齢者サポートセンターの継続       〇地域ケア会議の推進 

〇高齢者の日常生活支援体制の充実・強化   〇緊急時通報システムの貸与 

放射線による健康上の不安解消に努めることにより、 

安心して暮らせるまちを目指します 

〇空間線量計・個人積算線量計の 
    貸し出しや自家用食品検査の継続 

〇大学や専門機関と連携した学習会の開催 

〇放射線の不安解消のための 

       情報発信や相談体制の整備 

〇県と連携した内部被ばく検査測定等の継続 

放射線による健康不安への対策 
〇各種モニタリングの継続実施と情報発信 

〇除染検証委員会による除染の検証 

〇仮置きしている焼却灰の 

       中間貯蔵施設等への早期搬出 

除染の推進と安全対策 

施策３ 放射線による健康不安への対策 

 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 
〇社会福祉協議会や民生委員 

       と連携した見守りの実施 

〇避難行動要支援者名簿の整備 

広域連携による 
障害福祉サービスの充実 

介護関連施設 完成イメージ 



 

 

 

 

 

Ⅴ 絆の維持と持続可能なまちづくり 

16 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

  

生活再建の支援の継続や、まちとの絆づくり、 

復興の様子等の情報発信に努めることにより、町民との絆を大切にするまちを目指します 

施策１ 被災者生活支援・絆の維持 

 

被災者生活支援の推進 

避難先での行政サービスの提供 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 〇避難者受入自治体との協力体制の継続 

〇難先自治体での出張所の設置 

 

復興支援制度の継続の要望 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 
〇高速道路無料化の継続を要望 

町との絆の維持の推進 

避難先での絆の維持への支援 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 

〇避難先でのコミュニティ活動への支援 

〇避難先での交流館の運営を継続 

〇復興支援員による避難先での絆づくり 
          や生活再建への支援 

復興の見える化の推進 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 
〇各種イベントでの町の復興の 

           取組の情報発信 

〇広報や町ホームページ等による 
           情報発信の充実 

損害賠償対策の推進 

賠償支援の実施 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 
〇国や東京電力に対し、 

町民の実情と必要性に応じた賠償の要望 

〇説明会の開催や請求書作成の支援 

あつまっぺ交流館（福島市） 

浪江のこころ通信 

個別 ADR 説明会の様子 
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本町への興味関心から交流や体験を通して、移住・定住へつづく取組を推進していく 

ことにより、町内の居住人口が増加していくまち、住んでみたいまちを目指します 

施策２ 移住・定住の推進 

 

町への帰還支援 

 

〇住宅清掃への支援 

〇町内での住宅リフォーム等への支援 

〇帰還のための家屋の状況調査への支援 

〇避難先から町に住宅を 

移転する経費の支援 

〇情報格差を解消するための光回線や 

BS アンテナの設置工事費の支援  

移住促進の情報発信・入口支援 

高齢者等の孤立防止、見守りの強化 
〇移住や定住のための積極的な情報発信 

〇移住や定住のための総合的な相談窓口設置 

〇移住希望者が町内でお試し居住や 

お試し就労等ができる環境を整備 

空き家対策の推進 

 〇空き家等対策 

    計画の策定 

 

 〇移住や住宅取得に 

要する経費の支援 

 

移住者の定住促進支援 

行政区等コミュニティ団体の活動の活性化を図り、行政と町民が協働でまちづくり 

を推進していくことにより、町民が主役となるまちを目指します 

施策３ 地域コミュニティ活動の推進 

 

行政区活動への支援 

 〇行政区等への活動支援 

〇地区集会施設の修築支援  

町内でのコミュニティ活動への支援 

 
〇地域づくり専門員の配置による 

    町内自治活動の再開や活性化への支援 

〇町内コミュニティ活動の推進 

効率的な行政運営と財源の確保に取り組むことにより、 

本計画を着実に前進させ、将来にわたり持続可能なまちを目指します 

施策４ 復興を推進させる行財政運営 

 

効率的な行財政運営 

 

〇適切な人員確保と組織の見直し 

〇公共施設の統廃合や維持管理の 
          負担軽減の取組の推進 

〇公有地の有効活用の検討 

復興を完遂させるための財源の確保 

 

〇受益者負担の適正化 

〇ふるさと納税制度の活用促進 

〇国や県支出金の積極的な活用 

〇復興を完遂させるための財源の要望 

西台地区での花植えの様子 



 

 

 

 

 
浪江町復興計画【第三次】概要版 
令和２年 11月 
 
発行：浪江町 

 


